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NEWS RELEASE 

 
2026年 6月 30日 

株式会社 電通グループ 

 
電通グループ グローバル CEO 佐野 傑、 
カンヌライオンズ 2026 に登壇し、 

「Innovating to Impact の新時代」をテーマに対談 
－ 顧客起点、インパクト創出、そしてカルチャーの意義を探る － 

 

電通グループ（ブランド「dentsu」、本社：株式会社電通グループ、拠点：東京都港区、代表者：代表執行
役 社長 グローバルCEO 佐野 傑、以下「dentsu」）のグローバルCEO 佐野傑は、世界最大のクリエイティビ
ティの祭典である「Cannes Lions International Festival of Creativity 2026（カンヌライオンズ2026）」
の本会場にあたるドビュッシーシアターにて登壇し、「A New Era of Innovating to Impact（Innovating 
to Impactの新時代）」をテーマに、CNBCのSenior Media & Tech CorrespondentであるJulia Boorstin氏
と対談しました。 

グローバルCEO就任後、約100日目で国際的な影響力のある場への登壇となった本セッションでは、自身が
30年以上にわたり、クライアントと社会の成長パートナーとして歩んできた経験から、創立125周年を迎える
dentsuの創業理念に根差したイノベーションのあり方を探りました。 

 
佐野は、125年におよぶ歴史を基盤に dentsuが次の章を描くために重要な点として、dentsuのパーパスと

カルチャーを事業活動の軸に据え続けること、その上でクライアントに対する価値やインパクトを創出するこ
とを挙げました。そして、「クライアントとの長期的な信頼関係のもと築かれた『One Team』の精神から
は、共通の目標に向かい、時に厳しい意見を交わしながらも、クライアントの成果への責任を共有する姿勢が
形作られます。dentsuに根付く、『相互尊重』『協働』『信頼』『好奇心』を軸とした企業文化がこの精神の
土台でもあり、競争優位の源泉となっています。」と語りました。 
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また、業界環境が抱える変化のスピード、複雑性、同質化などの課題に対しては、「機動性、簡素化、独自

性をもって価値を創出することが競争力の鍵です。さらに、これらにつながる自身のリーダーシップのあり方
は常に『顧客起点』『本質的な課題の特定』『意思決定と実行のスピード』であり、変化の激しい時代におい
て『動きながら学ぶ』姿勢が重要です。」と述べました。 

 
さらに、AI時代のイノベーションについては「アイデアではなく、インパクト（実際の影響・成果）が本質

であり、AIは可能性を拡張する一方で、課題設定や意思決定、社会への価値創出は引き続き人間の役割として
残ります。人とAIが協働し、高め合うことによる価値創出が最も重要です。」と答えました。 

 

最後に佐野は、dentsuの未来を、125周年にちなみ、「①クライアントと『One Team』であること、②イ
ノベーションとインパクトというふたつの中核的な力、⑤五つの価値観：好奇心・相互尊重・クリエイティビ
ティ・協働・信頼、を基盤に、クライアントと社会の持続的成長に貢献していきます。」と締め括りました。 
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dentsuは今後も、「Innovating to Impact」というクライアントおよび社会への約束を軸に、クリエイテ
ィビティ、メディア、データ、テクノロジーの力を掛け合わせ、クライアントの「Growth Partner」として事
業成長を支援するとともに、社会に対する前向きなインパクトの創出に取り組んでまいります。 

以 上 
【リリースに関する問い合わせ先】 
株式会社電通グループ グループコーポレートコミュニケーションオフィス 小嶋、島津、原田 
Email：group-cc@dentsu.com 
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